
殿下地区における

デジタル化の取り組み紹介



参考資料｜殿下地区における年代別スマホ保有状況（R4年度）
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参考資料｜殿下地区におけるスマートフォンの活用状況（R4年度）
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プロジェクトを通して生み出したい状況

行政サービスを始めとした、社会サービス全体のデジタル化への対応
全ての住民が、なんらかの形でデジタル化されたサービスへアクセスし、その恩恵を受け取ることができる

地域の方々にとってよりよい暮らしの実現

▼



取り組むこと

①デジタルリテラシーの向上 ②デジタルデバイドの解消

③持続的に取り組んでいくための仕組みづくり

④
地
域
へ
の
情
報
発
信
と
共
有



全体イメージ



【具体的な方策】各自治会でのLINE公式アカウントの運用

実施時期｜令和４年5月上旬〜

〈STEP1〉自治会連合会会議でLINE運用を進めていきたい旨について説明

〈STEP2〉試験的に自治会連合会の中で公式アカウントを使いながらコミュニケーション

〈STEP3〉各自治会のアカウント開設＋運用開始（自治会長に加えて髙橋が管理者として入る） 





131/346名
（37%）



【具体的な方策】地区内広報を通した情報発信と共有

実施時期｜令和４年5月上旬〜

〈STEP1〉地域DXプロジェクトについての全体像やゴールを共有（5月中旬）

〈STEP2〉LINE運用や勉強会の進捗を共有（8月下旬〜） 

〈STEP3〉一連の取り組みを経てリテラシーの高まった住民へのインタビューなどを発信



スマホ教室体験会



スマホ教室



スマホ教室



スマホ教室



マイナンバー講座＆出張申請



よろず相談



自治会長向けスマホ教室（LINE公式アカウントの使い方）



でんがく（自律的な学びの場）
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